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日本は元来、エネルギー資源の少ぃ国であ

るがまだ未開発のまま眠っているものに“地

熱”がある。環太平洋火山帯の一角を占める

我が国は、当然の事ながら世界でも有数の地

熱資源保有国である。と、いう事が意外と忘

れられている。

外国においては、既にイタリアのラルデレ

ロ、ニュージーランドのワイラケイをはじめ、

アメリカ、ソ連で地熱発電所が建設され、運

転中である。

一方、我が国においては、1966年10月

蒸気によって発電に成功し、我が国でもこれ

に勇気づけられ再び調査が進められ、妬6．7．

8．9．10の計五本の井戸（深度約350～

6Q0m)を掘り、セパレーターをつけて開発

に成功したものである。大岳地熱地帯及びそ

の周辺には、主に第四紀洪積世の火山活動の

豊肥火山岩類と九重火山岩類が分布し、前者

は輝石安山岩類、後者は山陰系の角閃石安山

岩類で特徴づけられている。ここで大岳の地

熱源はすべてこの避肥火山岩類に貯溜されて

いるものと思われる。この火山岩類は深さ一方、我が国においては、1966*

に東北の岩手県松川において東化工

昧)が開発に成功し、現在2,000KW

の発迩を行い、東北咽力(株)に供給

されている。九州においては大分県

の九重火山群の西端、湧蓋山（別名

小国富士、1,500柳）の麓が有望地

熱地帯で九州趣力(株)の大岳地熱発

電所が活動している。今回は比較的

見学の機会も多いと思われる大岳の

例を中心に地熱の話を進めることに

する。

大岳地熱地階（位置図参照）は最

初、太刀Ill博士や晒力中央研究所に

よって開発が試みられ、その後九州

電力(株)によって1956年まで妬1.

2.3.5.の計四本が掘られた。しかし、

地熱発電では先甜格のイタリアのラ

ルデレロが乾いた蒸気で発電してい

たので、1956年から1960年頃に

かけて全国的に熱水まじりの蒸気で

は発電できない。とされて一時開発

が中断された。ところがニュージー

ランドのワイラケイで熱水まじりの

世界の地熱発咽所一

－2－

国名 地 区 汽機台数 出力(KW

日本

松Jl

大屈

（小計）

20.00C

1： oot

3300（

イタリフ

一
フ
ル
テ
レ
ロ

ラルデレロ妬2.3

二
二 一コ

カステルヌオーボ

セラッシァーノ

その他

モンテアミァリ

（小計）

11

36

189

33

50

32

50

35

39

00（

50（

001

001

701

40(

60(

、
垂
》
■
０
０
１
１

一
屯
》

ユ
ー
フ

一
一
一

ワイラケ

（ 小 計 ）

13

13

192,200

192．200

アメリカ
ガイザー

（ 小 計 ）

54

54

001

00(

ソ違

パウゼェック

ポリシヨイバーニフ

（小計） ●

■

■

■

25

30

001

00(

00<

アイスラ

ント

ﾍ゙ ﾗギﾙデｨ（誠､中）

（ 小 計 ）

‘

●

q 1700（

メキシニ
セロプリエト(言価中）

（ 小 計 ）
‘

､

75J0OO

合 計 58 699，800






